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令和　　年　　月　　日

　　総括
監督員　　様
　　主任

（受注者）住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　

社　名　　　　　　　　　　　　　　　　　

現場代理人　　　　　　　　　　　　　　印

搬　　入　　計　　画　　書
工事番号　　　　　第　　　　　　　　　　　　　　号
工　事　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　電気設備工事

上記の工事について別紙のとおり搬入計画書を作成したので提出します。

（１）工事概要

工　事　名　　　：○○○○電気設備工事
工　事　場　所　：大津市○○○

搬　入　日　　　：令和○○年○○月○○日（△）
　　　　　　　　　○○：○○　～　○○：○○

※前日の段階で悪天候が予想される場合は、搬入日を延期し、
監督職員に連絡をします。

（搬入予備日）令和○○年○○月○○日（△）
（２）作業内容

作　業　概　要　：
作　業　車　両　：
搬　入　車　両　：
工　　　　　具　：
搬入機器リスト
	機器名称
	数量
	寸法
	重量

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※次ページに搬入機器の寸法・重量の分かる資料を添付すること。
（３）施工体制・安全管理組織表

[image: image1]
※次ページに作業員名簿、資格の写しを添付すること。
（４）緊急時の体制
　　　災害・事故等が発生した場合は、下記の通り通報を行うと同時に対策を講じます。


　

　


                                                                  　　　　　　


　


　




※施工計画書、停電計画書と同じものを記載すること

（５）工程表
	工　事　名　称
	○○○○電気設備工事

	搬　入　日
	令和○○年○○月○○日（△）
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（６）配置図、作業半径揚程図
　　　別紙のとおり

　　※配置図には次の内容について示すこと。
　　　・搬入ルート

　　　・搬入車両、搬入機器、作業指揮者、玉掛作業者、合図者、保安員の配置

　　　・クレーンの作業半径、アウトリガーの張出長さ
（７）安全対策・作業分担

作業前

・作業責任者は、関係作業者を集めて、作業前の事前打合せを行う。

・事前打合せでは、作業概要（つり荷の詳細、運搬経路、作業範囲の状況、作業者の配置）と作業手順（クレーンの転倒防止策、玉掛方法、合図方法の確認、他工事との調整事項、緊急時の対策）を全員に周知徹底させる。

作業指揮者
・玉掛用具の適否確認を行う。

・クレーン等の据付状況、搬入機器の運搬経路の状況確認、障害物の除去を行う。

・玉掛け方法が適切であるか確認を行う。

玉掛作業者

・適正な玉掛用具の準備をする。

・つり荷の状況を確認して、適切な玉掛け方法を選定する。

・地切り時は、安全な場所に退避して合図者へ合図を送り、つり荷の安全確認を行う。不安全な場合はやり直す。

・荷受けする場合は、つり荷の安全な着地場所で、まくら、歯止め等で荷が安定する措置を行う。

合図者

・合図する位置は、クレーン等の運転者及び玉掛者を目で確認できる位置とする。

・玉掛者や関係者の退避状況及びつり荷の運搬経路の安全を確認してから、クレーン等の運転者に合図する。

・常につり荷を監視し、運搬経路の安全を確認しながら、つり荷を誘導する。

・つり荷が不安定になった場合は、即座に合図を送り措置をとる。
クレーン運転者

・作業前に安全装置等について必ず点検を行う。

・クレーンの据付地盤の状況を確認し、必要に応じて地盤補強等の措置を要請し、必要な措置を講じた上でクレーンを据え付ける。

・障害物等があれば、作業指揮者にその除去等を要請する。

・つり荷の下に人が立ち入った場合は、直にクレーン操作を中断し、退避させる。

車両通行

・現場入出場に関して、現場規則を遵守する。
・搬入経路に障害物がないか確認を行う。

横引き

・横引き経路に障害物がないか確認を行う。

・横引きに使用する道具は重量に応じた道具を使用する。

・横倒れに注意し、十分な作業員を配置する。

・ブルーシート、コンパネ等で横引き経路は養生を行う。

その他

・
・

・

（８）クレーン、玉掛用具等の資料
　　　別紙のとおり

　　※以下の書類を添付すること。

・クレーンの諸元表

・ワイヤーロープ、チェーンの安全荷重表
　安全係数はワイヤーロープで６以上、チェーンで５以上とする。
・マスターリンク、フック、スリング等の使用可重が確認できる資料
作業責任者
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 建築課
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必要に応じて、修正すること。








